
 

 

 

 

 

2023年度 日本医科大学  
【 講 評 】 

 今年は、第 1 問が、発音・アクセント・語彙・正誤問題、第 2 問が長文読解問題、第 3 問が自由英作文であ

った。これは、昨年度の形式を踏襲するものである。長文読解は、昨年度は、問題文が 2000 語程度であった

が、今年は 1850 語程度で、多少短くなり、問題文も昨年度よりは読み易くなった。とはいえ、読解問題とし

ては長い問題文なので、集中力を切らさないで読解できたかが得点をとるカギとなる。また、読解問題の設問

は、問１～９までが客観問題、問 10～15 までが基本的に記述問題（問 13 はなぜか客観問題？）となってい

る。設問も多いので、設問を解くタイミングの研究ができていたかどうかも、この長文を時間内にこなすため

のポイントである。それに加え、客観問題以外に、記述問題の解答の作成の仕方を練習できていたかどうかも、

得点をとるカギとなっている。 

 

【 解 答 ・ 解 説 】 

[Ⅰ] 解答 

 問１ (1) ｂ (2) ｂ、ｃ  

 問２ ｂとｄ（または、ａとｅ）   

 問３ (1) ｅ (2) ｂ 

  問４ (1) ｄ (2) ｅ 

  問５ (1) ｄ (2) ｃ 

 問６ (1) ｂ (2) ａ 

  問７ (1) ａ (2) ｂ 

  問８ (1) (c)  (2) (e)  (3) (c) 

 

解説 

問１ (1) professor の発音は、[prəfésər] 

        選択肢の下線部の単語の発音は以下の通り。 

        a. procedure[prəsíːdʒər] 

     b. confess [kənfés] 

        c. process [práses または próuses] 

    d. program [próugræm] 

        したがって、答えは b。 

   (2) chemistry の発音は、[kémistri] 

        選択肢の単語の発音は以下の通り。 

    a. chord [kɔ́rd または kɔ́ːd] 

        b. mustache [mʌ́stæʃ] 

        c. scissors [sízərz] 

解答速報 英語 



 

 

        d. stomach [stʌ́mək] 

        e. toothache [túːθèik]  

        したがって、下線部と同じ発音を含まないものは b と c。 

問２ 選択肢の単語の発音は以下の通り。 

    a. grandparent [grǽn(d)pὲərənt] 

        b. inferior [infíriər または infíəriə] 

        c. parliament [párləmənt または páːləmənt] 

    d. steering [stíəriŋ] 

        e. transparent [trænspérənt または trænspǽrənt] 

        b と e は、第１アクセントが置かれる母音の発音が 2 通りある。その結果、答えの選択に困る問

題となっている。設問ミスだろう。b と d か、a と e のどちらか。 

問３ (1) to give comfort or sympathy to somebody who is unhappy or disappointed 

        「不幸な、あるいは、失望している人物を慰めたり、同情したりする」 

   (2) to limit an activity, person, or problem in some way 

        「何らかの面で、活動や人物や問題を制限する」 

     a. compile「～を編集する、～を集める」 

     b. confine「～を制限する、～を限定する、～を閉じ込める」 

     c. conform「一致する、従う」 

     d. confront「～に直面する、～に立ち向かう、～を直面させる」 

     e. console「～を慰める」 

     したがって、(1)が e、(2)が b。 

  問４ (1) to change to a new state or start using something new 

            「新しい状態に変わったり、新しいものを使い始める」 

     (2) to spread a disease from one person to another 

            「病を人から人へと伝染させる」 

a. transcend「～を超越する」 

      b. transcribe「～を書き写す、～を転写する」 

      c. transfer「移る、移動する、乗り換える、～を移す、～を移動させる、～を乗り換える」 

      d. transition「移行する、推移する」 

      e. transmit「～を伝える、～を送信する、～を伝染させる」 

      したがって、(1)が d、(2)が e。 

  問５ (1) to make different things come together, to bring into agreement 

            「異なるものを調和させたり、合意させたりする」 

     (2) to fail to include or do something 

            「何かを含めなかったり、しなかったりする」 

      a. deteriorate「悪化する、～を悪化させる」 

      b. linger「いつまでも残っている、ぐずぐずする」 

      c. omit「（意図的に、あるいは、うっかり）～を省く」 

      d. reconcile「（対立している人やこと）を和解させる、～を調停する、～を調和させる」 

      e. suppress「～を抑圧する」 



 

 

      したがって、(1)が d、(2)が c。 

  問６ (1) smelling or tasting unpleasant 

            「不快な臭いや味がする」 

     (2) simple and not skillfully done or made 

            「単純で、うまく行われていたり、うまく作られていたりしない」 

       a. crude「雑な、粗削りの、未加工の」 

      b. foul「（臭い、味、見た目が）不快な」 

      c. grim「（状況が）深刻な、暗い、気味の悪い」 

      d. hollow「空洞の、中身のない」 

      e. stark「荒涼とした、全くの」 

      したがって、(1)は b、(2)は a。 

  問７ (1) uncertainty of meaning or intention 

            「意味や意図が不確かであること」 

     (2) extreme distress of body or mind 

            「身体や心の極端な苦痛」 

      a. ambiguity「（意味が２つ、あるいは、それ以上あって）あいまいなこと、不明瞭なこと」 

      b. anguish「苦痛、苦悩」 

      c. discrepancy「食い違い、相違」 

      d. disposition「気質、傾向」 

      e. susceptibility「影響を受けやすいこと、病に罹りやすいこと」 

      したがって、(1)は a、(2)が b。 

  問８ (1) (c)：in fairly and unbiased statements という表現の中で、fairly は and を挟んで unbiased と並

列の関係であり、unbiased と共に statements を修飾しているので、fairly は、形容詞 fair

でなければならない。 

(2) 誤りはない。 

(3) (c) ：scientists の前に every があるが、every は原則的に可算名詞・単数形を伴うので scientists

を scientist にしなければならない。 

 

[Ⅱ] 解答 

 問１ ｂ，ｃ  問２ d  問３ ａ  問４ ａ  問５ ｂ  問６ ｄ  問７ ｄ 

  問８ ｄ  問９ ｂ，ｃ 

  問 10 １ protested ２ acknowledge ３ preventing ４ requires ５ run 

    問 11 ８：自分の能力に気づいておらず、成功したり、まわりから能力を評価されたりしても、自分には成

功や評価に値する能力はないと思う状態。 

問 12 13：自分の能力は信じるが、自分の問題への取り組み方は適切ではない可能性があることを認める

態度を身につけるということ。 

問 13 (え) 

問 14 自分の能力に自信が持てないことが、成功の一因となるかどうかを確かめるという目的。 



 

 

問 15 (う)：選択肢(う)では、「“imposter thoughts”から得られる利益はほとんどない」というのが筆者の

意見として示されているが、本文の第 19 段落～第 21 段落では、“imposter thoughts”がもたら

す３つの利益のことを筆者は述べている。この点で、選択肢（う）と本文は矛盾しているから。 

 

解説 

  問１ a.「Halla は、勝つ可能性が十分あったので、大統領選挙に立候補しようと決めた。」 

      第５段落の She ultimately decided to go for it, but the odds were heavily stacked against her.

（「彼女は、結局、立候補しようと決めたが、形勢は彼女には非常に不利なものだった。」）と矛盾す    

る。 

     b.「大統領選に立候補するという考えは、Halla がピアノのコンサートで感じたものと似た自己不信

と不安を引き起こした。」 

      第 4 段落の第１文と第 2 文の内容と一致する。 

     c.「彼女が大統領に適しているかどうかに関する Halla と彼女の友人の意見には食い違いがあった。」 

      第４段落の As her friends and family encouraged her to recognize that she had some relevant 

skills, Halla was still convinced that she lacked the unnecessary experience and confidence.（「彼

女の友人たちと家族が、大統領にふさわしい能力を持っていることを自覚するように彼女に促した

が、それでも、彼女は、大統領になるのに必要な経験や自信はないと思い込んでいた。」）と一致す

る。 

     d.「アイスランドが、2008 年に経済危機に直面した時に、彼女は、大統領として国を統制した。」 

      2008 年の経済危機については、第 3 段落に説明がある。Halla demonstrated her leadership skills 

by guiding her firm successfully through the crisis. Even with that accomplishment, she didn’t 

feel prepared for the presidency.  She had no political background; she had never served in 

government or in any kind of public-sector role.（「Halla は、自分の会社がこの危機を乗り切るよ

うに指揮をとり、指導的の能力を発揮した。このような業績があっても、彼女は大統領に立候補す

る自信はなかった。彼女には政治的な経歴はなかった。政府や公共部門で活躍した経験はなかっ

た。」）という説明から、2008 年の時点で、彼女が大統領になっていないことは明らかである。 

  問２ Halla の対立候補についての説明は、主に、第６段落、第７段落、第 10 段落、第 11 段落にある。政

策面で数々の失敗があるのに、アイスランドの首相やアイスランド中央銀行総裁としての経験がある

ために、自信過剰になっている人物として描かれている。したがって、選択肢 d（「経験はあるが専

門的技能はない」）がよい。 

  問３ in jeopardy の意味を問う問題だが、その表現を知らない受験生は多いであろう。語や句の意味を問

う問題では、その表現を知らない場合は、前後の文脈（置き換え、具体例、対比、因果関係、並列）

から推理すると正解に至る場合が多い。アイスランドの首相として、彼は put the country’s banks 

in jeopardy by privatizing them と述べ、次の文で、アイスランド中央銀行総裁として、彼は allowed 

the bank’s balance sheets to balloon と述べている。allowed the bank’s balance sheets to balloon

という表現もわからない受験生が多いだろうが、次の文で、この行為を his mismanagement「彼の

誤った運営」と述べている。したがって、「首相としても銀行の総裁としても、彼は政策に失敗した」

という趣旨の文であることは明らかである。したがって、a「破綻の危機にさらされて」がよい。 



 

 

  問４ Confident humility can be taught.  In one experiment, when students read a short article about 

the benefit of  A  , their odds of seeking extra help in an area of weakness spiked from 65 to 

85 percent. 

          （「自信のある謙虚さは、教えることができる。ある実験で、学生が A  がもたらす利益についての

短い記事を読むと、劣っている面で特別な手助けを求める可能性が、65％から 85％に急増した。」） 

     Confident humility can be taught.ということを証明する実験の内容の説明なので、   A  には

confident humility を言い換えた表現が入る。前の段落で、confident humility とは「自分の能力を

信じるが、問題の取り組み方は正しくないかもしれないと認めること」という説明があるので、選択

肢 a「自分知識について確信せずに、自分にはわからないことがあることを認めること」がよい。 

  問５ pronounced「顕著な、明白な」は基本単語。受験生として知っておくべき単語である。また、第 15

段落で、Feeling like an imposter is typically viewed as a bad thing（「自分が詐欺師のように感じ

てしまうことは、一般的に悪いものであるとみなされている」）という内容に続けて、Strangely, it 

seems to be particularly pronounced among high achievers.（「しかし、奇妙なことに、特に素晴ら

しい業績を収めた者たちに pronounced であるようだ。」）とあるので、この流れに当てはまる選択肢

は、b. noticeable「目立った、顕著な」しかない。 

  問６ imposter thoughts は、第８段落や第 15 段落に説明されている imposter syndrome とほぼ同じ意味

で使われている。つまり、「成功して、他の人からは能力を評価されてはいるが、自分自身は、その

ような成功や評価に値する能力がないと思うこと」である。したがって、選択肢 d.「他の人が思って

いるほどの資格はない。」がよい。 

  問７ The first upside of feeling like an imposter is that it can motivate us to work harder.  It’s probably 

not helpful when we’re deciding whether to start a race, but once we’ve stepped up to the starting 

line, it gives us the drive to keep running to the end so that we can earn our place among the 

finalists. 

          （「詐欺師のように感じてしまうことの第一の利点は、それが、より一生懸命努力する動機付けにな

ることである。競争を始めるかどうかを決めている時には、それは、おそらく役に立たないが、ひと

たびスタートラインに立つと、それは、ファイナリストの中で良い結果を出せるように最後まで走り

続ける原動力を与えてくれる。」） 

     上の文の３つの it は全て feeling like an imposter を指す。したがって、答えは d。 

  問８ armchair quarterback syndrome は、第７段落にあるように、confidence exceeds than competence

（「自信が能力を上回っている」）、つまり、「実際の能力以上に自分の能力を評価し、自信を持ってし

まう状態」である。したがって、選択肢 d.「この症候群の人物は、過剰な自信をもっている。」がよ

い。 

  問９ a.「初心者は、アマチュアよりもアームチェア・クォーターバック症候群に陥りやすい。」 

      第 10 段落の第 1 文から第 3 文で、It’s when we progress from novice to amateur that we become 

overconfident. As we gain experience, we lose some of our humility. We take pride in making 

rapid progress, which promotes a false sense of mastery.（「novice から amateur へと進んでいく

と、自信過剰になる。経験を積むと、謙虚な姿勢をある程度失う。急速に進歩したことを得意がり、

熟達したという間違った意識が助長される。」）と述べていることから、novice は「全く経験のない

人物」のことで、自分の能力を過信することはなく、amateur は「熟練はしていないが、ある程度

経験を積んだ人物」のことで、自分の能力を過信しやすいことがわかる。したがって、アームチェ



 

 

ア・クォーターバック症候群に陥りやすいのは、amateur の方なので、選択肢 a は、本文と矛盾す

る。 

     b.「初心者は、自分の能力に疑いを持つ謙虚な態度を維持できないアマチュアへと変わっていくこと

がよくある。」 

      選択肢 a の説明で引用した第 10 段落の第 1 文と第 3 文の内容から、選択肢 b は正しいと言える。 

     c.「初心者とは、能力も自身もない人を意味する。」 

      第 10 段落の第 1 文から第３文の内容から、novice は、「特定の分野での経験はなく、それに必要な

能力が身についていない人物」であることがわかる。したがって、選択肢 c は正しいと言える。 

     d.「初心者は自分の能力を過小評価はせずに、むしろ、過大評価する。」 

      第 10 段落の第 1 文から、novice は自分の能力を過大評価しないことがわかる。したがって、選択

肢 d は本文と矛盾する。 

  問 10 １ protested： 

When the people   1   against his mismanagement, he refused to resign 

「国民が彼の誤った運営に対して  1 時、彼は辞職することを拒んだ。」 

空所には against～を伴う動詞が入る。選択肢の中で against～を伴うのは、offend against～

「～に違反する」と protest against～「～に抗議する」。また、主節の he refused to resign と

の関係を考えると彼の間違った運営に対して抗議したとするのが一番良い。形は過去形である。 

     ２ acknowledge： 

Even after calling financial plays that destroyed an economy, the former prime minister 

still refused to   2   that he wasn’t qualified to coach ― let alone quarterback. 

「経済を破綻させた財政的指示をした後でさえ、以前の首相であるこの人物は、依然として、

コーチ役を務める資格などない ― ましてや、クォーターバックを務める資格などない ― こ

とを  2  ことを拒んだ。」 

空所には that 節を伴う表現が入る。選択肢で that 節を伴う動詞は、acknowledge「～を認め

る」、determine「～という結論を下す」、protest「～と抗議する」、require「～を要求する」

の４つである。「コーチ役を務める資格などないことを認めることを拒んだ」が一番良い。

refuse to～の to は、to 不定詞なので、acknowledge の無変化形が入る。 

 ３ preventing： 

       That jump-starts an overconfidence cycle,   3   us from doubting what we know and 

being curious about what we don’t. 

       「そのことが、過信サイクルを開始させてしまい、私たちは、自分たちの知識を疑わず、自分

が知らないことを知りたいと思わなくなる。」 

       空所には、V＋O＋from Ving という形を作る動詞が入る。選択肢の中でこの形を作る動詞は

prevent だけである。また、空所よりも前に接続詞、関係詞、疑問詞がないので、空所には動

詞ではなく、準動詞形が入る。位置的には、空所以降が、直前の an overconfidence cycle を

修飾する形容詞句か、または、副詞句である分詞構文となるが、いずれにしても、空所の直後

に目的語があるので、過去分詞形ではなく、現在分詞形が入る。（受け身状態を表す過去分詞

句は目的語が消えた構造になる。） 

    ４ requires： 

       Learning   4   the humility to realize one has something to learn. 



 

 

       「学習は、学ぶことがあるということに気づく謙虚さ  4  。」 

              選択肢に中では、require「～を必要とする」が一番よい。この段落は一般論を述べているの

で、現在形にする。主語が Learning（３人称・単数形）なので、requires となる。 

    ５ run： 

       Halla’s uncertainty about her tools made her eager to rethink the way campaigns were 

   6  . 

「Halla は自分の選挙の手段について自信が持てず、キャンペーンが  5  方法を見直したい

と思った。」 

                 were の後なので、現在分詞形を入れて進行形にするか、過去分詞形を入れて受動態を作る。

他動詞 run（「～を運営する、行う」）の過去分詞形を入れて、「キャンペーンが行われる方法」

とするのがよい。 

  問 11 the term used to describe Halla Tómasdóttir’s cognitive blind spots（「Halla Tómasdóttir の認知

的盲点を説明するために使われている用語」）を説明している段落は、第８段落である。第 7 段落で

は、アイルランドの元首相を the armchair quarterback syndrome の例として説明し、第８段落で

は、それとは対極的な imposter syndrome の例として Halla Tómasdóttir を紹介している。したが

って、Halla Tómasdóttir の認知的盲点を説明する用語は、imposter syndrome である。また、

imposter syndrome の説明は、第８段落第 1 文から第 3 文にある。端的に言えば、第一文の

competence exceeds confidence（「能力が自信を上回っている。」）だが、説明問題は、抽象主張を具

体的に言い換えた部分をまとめるべきなので、「能力が自信を上回っている。」という抽象主張を具体

的に説明した第２文、第 3 文をまとめるとよい。解答には、「①自分の能力に気づいていない。」、「②

成功しても、それに値する人物ではないと思っている。」という 2 点の内容を書くべきである。 

  問 12 the author’s recommendation to deal with the phenomenon he mentions.（「著者が述べているこ

の現象に対処するための著者の提案」）が説明されている段落は、13 段落である。端的には、confident 

humility を獲得すべきと述べているが、この抽象的表現を言い換えた、having faith in our capability 

while appreciating that we may not have the right solution or even be addressing the right 

problem（「自分の能力に自信を持つ一方で、自分が適切な解決策を持っていないかもしれないとい

うこと、あるいは、適切な問題に取り組んでいないかもしれないということを理解すること」）の部

分をまとめる。 

  問 13  ア には直前の a beginner’s bubble of flawed assumptions を説明する表現が入るので、a 

beginner’s bubble of flawed assumptions がどのような意味かがわかればよい。第 10 段落では、「何

かを始めて少し経験を積むと、謙虚さを失い（lose some of our humility）、自分は熟達した勘違い

し(a false sense of mastery)、自分の知識を疑ったり（doubting what we know）、自分が知らない

ことを知ろうとしたり（being curious about what we don’t）しなくなる。」という趣旨のことが述

べられている。この趣旨をまとめた表現が、a beginner’s bubble of flawed assumptions であると考

えられる。選択肢(え)の where we’ re ignorant of our own ignorance（「そこでは、自分自身の無知

について意識しなくなるのだ）が、趣旨に最も合う。ちなみに、選択肢(え)の where は、a beginner’s 

bubble of flawed assumptions を先行詞にする関係副詞である。 

  問 14 To find out, Basima Tewfik recruited a group of medical students ～（確かめるために、Basima 

Tewfik は、～医学部生のグループを募った。」）とあるので、the objective of the study conducted by 

this person（「この人物によって行われた研究の目的」）は、find out「確かめる」ことである。しか



 

 

し、字面だけ読むと、「何を確かめる」かが不明だが、To find out が文頭に置かれているということ

は、To find out する事柄は、直前の文に書かれていることだと判断できる。（英語では、前と関係あ

る情報を文頭に移動する傾向がある。）前の文では、What if their success is actually driven in part 

by those doubts?（「彼らの成功の原動力の一部が、実際には、そのような自分の能力への疑いであ

ったらどうだろう？」）という疑問があるで、Basima Tewfik の実験の目的は、この疑問について確

かめることであったとわかる。 

  問 15 選択肢（う）「筆者は、自分が詐欺師であると考えてしまうことから得られる利益はほとんどないと

指摘している。」 

     第 19 段落から第 21 段落にかけて、自分が詐欺師であると考えてしまうことから得られる３つ利益

について書かれている。この内容と選択肢（う）が矛盾しているということを解答にまとめる。 

 

 

[Ⅲ] 解答 

    I am likely to have the imposter syndrome when I am chosen as a member of the starting lineup of our 

soccer team.  I belong to a strong soccer team which has won several tournaments.  I am not regularly 

in the starting lineup.  In some matches, I am not even given a chance to play.  When I am in the 

starting lineup, I feel nervous and worried that I may not perform well.  In some part of my mind, I 

doubt my skills at soccer.  This can be said to be an example of the imposter syndrome.  But as the text 

indicates, feeling like an imposter motivates me to work harder.  By continuing to train and practice 

hard as I do, I will improve my kills to a level where I will be able to perform better than any other 

member of the team. 

 

 

  解説 

   本文の内容に基づいて、the imposter syndrome の具体例を考え、その状況を自分のためになるように

利用する方法を説明する問題である。the imposter syndrome の意味と、the imposter syndrome がもたら

す利点を、本文から読み取っているかが解答のカギとなる。 

本文での the imposter syndrome の定義は、「成功したり、まわりから評価されたりしても、自分がそれ

に値する能力があるかに自信が持てない状態」である。 

また、本文では、the imposter syndrome がもたらす利点として、次の３つの点が挙げられている。 

①より一生懸命努力する動機付けになる。 

②より良いやり方を求めて従来のやり方を見直す動機付けになる。 

③他の人から学ぶという謙虚な態度を持つようになる。 

 である。 

  したがって、作文の中には、このような the imposter syndrome の定義と、①～③の利点のいずれかを

反映する内容が書かれている必要がある。 

 

 

 


